
  
 令和元年５月２２日 

～美ら島の未来を拓く～ 

沖 縄 総 合 事 務 局 

 
             

  「わった～バス大実験」結果について 

～１人ひとりの少しの工夫で渋滞をなくそう～ 
 

 

沖縄県では移動手段の約 9割が自家用車に依存しており、県民意識をマイカー利用

から公共交通機関利用へ変えるべく、平成 29 年度に引き続き平成 30 年度も「わった

～バス大実験」を実施しました。 

平成 30 年度は、実験期間及び規模を拡大し呼びかけを行ったところ、118 団体、

2,476 人のご協力を頂きました。 

先般、速報としてアンケート調査結果を公表したところですが、今回は交通状況の

変化や追跡調査アンケート及び不参加者アンケートの結果についてご報告します。 

 

 １．交通状況の変化 

   ・浦添北道路・臨港道路浦添線開通の効果により周辺の渋滞が緩和傾向。 

   ・国道 329 号において、渋滞延長が約 5％削減。 

 ２．追跡調査アンケート結果 

   ・実験終了後もアンケート回答者の約 41%が取り組みを継続。 

   ・継続できている主な理由は「アフター5でお酒が飲める」が最も多い。 

   ・取り組みが継続できていない主な理由は「通勤に時間がかかる」など。 

 ３．不参加者アンケート結果 

   ・実験不参加の主な理由は「自動車でないと通勤に時間がかかる」など。 

   ・公共交通への転換の要件としては、路線バスの利便性向上があげられている。  

 

 

問い合わせ先 

内閣府沖縄総合事務局 

   開発建設部道路建設課 

担当者：大城、米須 

TEL：098-866-1914 

FAX：098-861-9928 

 



沖縄総合事務局

わった～バス大実験結果

～1人ひとりの少しの工夫で渋滞をなくそう～

沖縄総合事務局
令和元年５月２２日

1



沖縄総合事務局わった～バス大実験について

○実験期間：平成30年10月15日（月）～10月31日(水）17日間
※平成29年度の実験より、期間、規模を拡大

○参加企業数：118団体

○実験参加人数：2,476人

○延べ参加人数：8,203人

○ビッグデータを用いた交通状況の変化を分析

○追跡アンケート調査を実施
①継続状況調査（実験参加者を対象） アンケート回収数：６６０票

②不参加者調査（実験不参加者を対象） アンケート回収数：１７４票

○今年度の予定
・実験時期、実施期間、規模等、実験内容を検討中。これまでの結果
や経験も参考に実施したい。 2

※平成29年度実施内容
○実験期間：平成29年9月16日(土)～

9月22日(金)7日間
○参加企業数：162団体
○実験参加人数：1,917人
○延べ参加人数：3,464人



沖縄総合事務局
渋
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長
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国道329号

わった～バス大実験の効果【渋滞緩和】
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• 浦添北道路等の開通により国道58号、330号の渋滞長が緩和傾向
• 渋滞長の長い国道329号（都心方向）において、実験期間中は7時台
の10km/h未満の特に激しい渋滞の延長が約５％削減

①国道329号の渋滞緩和

国道330号

国道58号

国道329号

渋
滞
長
［
km
］

渋
滞
長
［
km
］

渋
滞
長
［
km
］

○H30.3の浦添北道路・臨港道路浦添線開通による道路ネットワーク整備効果で周辺の渋滞が緩和傾向
○H30.10の実験期間中、都心に向かう主要路線のうち、渋滞長の長い国道329号において約５％程度の渋滞長が削減
○那覇市及び周辺市町（浦添市、豊見城市、南風原町、西原町、与那原町）の総渋滞長が５％程度削減

那覇市及び周辺市町の渋滞長の変化

②面的な渋滞緩和
• 那覇市及び周辺市町※の総渋滞長が実験前
（開通後）に比べ、約５％程度削減
※那覇市・浦添市・豊見城市・南風原町・西原町・与那原町

※※分析期間
実験前（浦添北道路開通前）：2017.10.1～10.15の平日
実験前（開通後）：2018.10.1～10.14の平日
実験期間中：2018.10.15～10.31の平日
ただし、5mm/h以上の降水量のある日を除く（10.4、10.5、10.15、10.31）

-4.5%

渋
滞
長
［
km
］

国道58号（伊佐→久茂地）
国道330号（西原入口→古波蔵）
国道329号（中城公園入口→与那原）
国道329号（与那原→明治橋）

-5.1%



沖縄総合事務局

○実験参加状況に応じ①～③に分類します。
・実験へ参加して頂いた企業等（①＋②）に対して、実験終了時に１回アンケート調査を実施
・実験後の取組みの追跡調査に協力頂ける企業（②）に対して、追跡調査アンケートを実施
・実験へ参加して頂いた企業等の中から数社を選定し、不参加の方へアンケート調査を実施

①わった~バス大実験へ参加する企業等

②追跡調査に協力頂ける企業等 ③不参加の方

実験終了時アンケートの実施

追跡調査アンケートの実施
→取組の継続状況、理由を把握

参
加
企
業
募
集

実
験
実
施
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

調
査

9月

10月
中下旬

1月
～2月

アンケートの実施
→不参加の理由等を
把握

フォローアップ調査の枠組み
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沖縄総合事務局追跡アンケート集計結果①【取り組みの継続状況】

n=660

▲取り組みの継続状況

5

○実験終了後も、アンケート回答者の約４１％の方が取り組みを継続していた

実験終了時アンケート結果

▲取り組んだ通勤方法の継続意思
（複数取り組み、複数回答可）

n=1,622

無回答 １％（4）

継続できている
41％（272）継続できていない

58％（384）

継続したい
39％（732）

検討したい
28％（527）

継続できない
22％（419）

わからない
11％（201）

無回答 0％（7）



沖縄総合事務局追跡アンケート集計結果②【継続できている主な理由】

n=265 ▲継続できている主な理由
（複数回答可）

6

○継続できている主な理由としては「アフター５でお酒が飲める」が最も多い（約３３％）

（実験終了時アンケート結果の５位→１位）

○その他「通勤時間が読める」「時間が有効に使える」「ストレスが無くなる」「健康に良い」などの回答が多い

実験終了時アンケート結果

30
7

17
23

37
40
44
46

64
68
68

73
88

0 20 40 60 80 100

その他
送迎をやめるなど家族の協力が得られた

予想以上に便利だった
事故の危険性が減る

環境に良い
社会貢献のため

経済性が良くなる
駐車場の心配をする必要が無い

健康に良い
ストレスが無くなる

時間が有効に使える
通勤時間が読める

アフター５でお酒が飲める

53
24

52
88
96
106
114
119

157
198
198

240
262

0 50 100 150 200 250 300

その他
家族の協力が得られる
予想以上に便利だった

社会貢献のため
事故の危険性が減る
駐車場の心配が無い

環境に良い
経済性が良くなる

アフター５でお酒が飲める
通勤時間が読める

健康に良い
ストレスが無くなる

時間が有効に使える

n=728

▲実験終了時継続したい主な理由
（複数回答可）



沖縄総合事務局追跡アンケート集計結果③【取り組んだ通勤手段】

n=637 ▲実験終了後取り組んだ通勤手段
（複数回答可）

7

○実験終了後取り組んだ通勤手段で割合の高いのは、路線バス（約２８％）、時差出勤（約１８％）

実験終了時アンケート結果

n=1,574 ▲実験中に取り組んだ通勤手段
（複数回答可）

あいのり
（乗せる）
87, 10%

あいのり
（乗せてもらう）

107, 13%

路線バス
233, 28%

ゆいレール
42, 5%

自転車
27, 3%

バイク
29, 4%

徒歩
104, 12%

時差出勤
149, 18%

その他
56, 7%

あいのり
（乗せる）
123, 6% あいのり

（乗せてもらう）
163, 9%

路線バス
501, 27%

ゆいレール
59, 3%

自転車
81, 4%

バイク
89, 5%

徒歩
183, 10%

時差出勤
508, 27%

その他
170, 9%



沖縄総合事務局追跡アンケート集計結果④【通勤所要時間の変化】

n=264 ▲実験終了後の所要時間の変化
（複数回答可）

8

○通勤所要時間が短くなったと回答した割合の高い通勤手段は、時差出勤（約６６％）、バイク（約２９％）

○通勤所要時間が長くなったと回答した割合の高い通勤手段は、徒歩（約６１％）、路線バス（約４８％）

実験終了時アンケート結果

n=1,510 ▲実験中の所要時間の変化
（複数回答可）

14.3%

65.6%

9.3%

28.6%

27.3%

10.5%

5.2%

9.8%

8.5%

20.7%

0.0%

1.6%

60.5%

0.0%

9.1%

31.6%

48.1%

17.1%

12.8%

25.1%

85.7%

32.8%

30.2%

71.4%

63.6%

57.9%

46.8%

73.2%

78.7%

54.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

その他

時差出勤

徒歩

バイク

自転車

ゆいレール

路線バス

あいのり（乗せてもらう）

あいのり（乗せる）

総計

短くなった 長くなった 変化なし

334

47

41

77

19

11

21

43

61

14
14%

70%

3%

44%

23%

16%

6%

11%

5%

20%

4%

72%

4%

37%

56%

74%

16%

30%

66%

26%

26%

52%

40%

28%

20%

74%

65%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

その他

時差出勤

徒歩

バイク

自転車

ゆいレール

路線バス

あいのり（乗せてもらう）

あいのり（乗せる）

短くなった 長くなった 変化なし

113

151

497

68

73

77

183

500

119



沖縄総合事務局追跡アンケート集計結果⑤【改善要望】

▲取り組みが「継続できていない」方の改善要望
（複数回答可）

9

○取り組みが「継続できていない」方の改善要望としては「ダイヤ（時間・便数）を見直す」「運行ルートを見直
す」「定時性を良くする」などの意見があった

実験終了時アンケート結果

n=1,198 ▲実験終了時の改善要望
（複数回答可）

54
5
5

15
20
21

29
31

48
49
51
55
58

65
96
99

123

0 20 40 60 80 100 120 140

その他
乗務員のマナー

乗客のマナー
車両・車内環境を良くする

自転車が走り易い道路
歩き易い歩道の整備

運行情報をリアルタイムに提供する
社内に駐輪場やシャワールームを整備

バス停・駅の待合環境を良くする
運賃設定を見直す

バス停・駅までの移動手段を整備する
通勤手当や通勤に関する社内規定の…
ルート・ダイヤ・運賃等の情報をわかり…

乗り継ぎを便利にする
定時性を良くする

運行ルートを見直す
ダイヤ（時間・便数）を見直す

83
33

58
73

112
126
141
156
178
179
181

209
210

250
298
309

391

0 100 200 300 400 500

その他
乗客のマナー

乗務員のマナー
車両・車内環境を良くする

社内に駐輪場やシャワールームを整備
通勤手当や通勤に関する社内規定

バス停・駅までの移動手段を整備する
歩行者が歩きやすい道路

自転車が走り易い道路
運賃設定を見直す

運行情報をリアルタイムに提供する
バス停・駅の待合環境を良くする

乗り継ぎを便利にする
ルート・ダイヤ・運賃等の情報をわか …

運行ルートを見直す
定時性を良くする

ダイヤ（時間・便数）を見直す

n=351



沖縄総合事務局追跡アンケート集計結果⑥【継続できていない理由】

▲取り組みが「継続できていない」主な理由
（複数回答可）
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○取り組みが「継続できていない」主な理由としては、「通勤に時間がかかる」「移動の自由度が減る」「時間が
読めない」「天候に左右される」「面倒・手間がかかる」「家族の送迎ができなくなる」の回答が多い

実験終了時アンケート結果

n=1,171
▲実験終了時の継続障害要因
（複数回答可）

n=380

53
2
7
14
17

31
54

99
100

110
119

134
199

0 50 100 150 200 250

その他
事故の危険性が増える

実験時と勤務条件が変わった
社内規定などの見直しが困難

職場に迷惑がかかる
体力的に問題がある

経済性が悪くなる
家族の送迎ができなくなる

面倒・手間がかかる
天候に左右される

時間が読めない
移動の自由度が減る
通勤に時間がかかる

135
17

46
87
91

158
271
292
316
337

398
554

0 100 200 300 400 500 600

その他
事故の危険性が増える

社内規定などの見直しが困難
職場に迷惑がかかる
体力的に問題がある

経済性が悪くなる
家族の送迎ができなくなる

面倒・手間がかかる
天候に左右される

時間が読めない
移動の自由度が減る
通勤に時間がかかる



沖縄総合事務局追跡アンケート集計結果⑦【継続意向×取り組み状況】

※実験終了時アンケート、追跡調査アンケートの両方に回答頂き、識別番号により同一人物と特定できた方のみ集計

11

○実験終了時に「継続したい」と回答した方のうち、約７８％が継続できていた

43.3% (244)

20.8% (11)

15.8% (22)

26.5% (40)

77.7% (171)

現在 「継続できている」

56.7% (319)

79.2% (42)

84.2% (117)

73.5% (111)

22.3% (49)

現在 「継続できていない」

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

実験終了時 「わからない」

実験終了時 「継続できない」

実験終了時 「検討したい」

実験終了時 「継続したい」

実験終了時の継続意向と現在の取組状況

n=563



沖縄総合事務局追跡アンケート集計結果⑧【継続×取り組み内容】

12

○継続できている通勤方法は、路線バス、あいのり（乗せる）、時差出勤が多い傾向

n=272

4

15

50

31

19

11

15

61

13

53

0 10 20 30 40 50 60 70

無回答

その他

時差出勤

徒歩

バイク

自転車

ゆいレール

路線バス

あいのり（乗せてもらう）

あいのり（乗せる）

▲現在の継続状況「継続できている」×取組内容



沖縄総合事務局

1

6

6

6

7

8

8

9

20

27

27

29

37

43

54

55

96

0 20 40 60 80 100

事故の危険性が増える

既に時差出勤をしている

体力的に問題がある

職場に迷惑がかかる

荷物が多く車でないと運べない

既に公共交通（バス・モノレール）通勤をしている

実験に協力する気がない

既に自転車・徒歩等のノーマイカー通勤をしている

その他

天候に左右される

業務の都合上自転車で通勤する必要がある

経済性が悪くなる

面倒・手間がかかる

家族の送迎ができなくなる

自動車以外は時間が読めない

自動車以外は移動の自由度が減る

自動車でないと通勤に時間がかかる

回答数

○交通手段としてのサービスレベルの差を理由としてあげている方が多い
○「家族の送迎」、「業務の都合上」等の制約条件を理由として挙げる方が全体の15～25%

0.6%

3.4%

3.4%

3.4%

4.0%

4.5%

4.5%

5.1%

11.4%

15.3%

15.3%

16.5%

21.0%

24.4%

30.7%

31.3%

54.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

事故の危険性が増える

既に時差出勤をしている

体力的に問題がある

職場に迷惑がかかる

荷物が多く車でないと運べない

既に公共交通（バス・モノレール）通勤をしている

実験に協力する気がない

既に自転車・徒歩等のノーマイカー通勤をしている

その他

天候に左右される

業務の都合上自転車で通勤する必要がある

経済性が悪くなる

面倒・手間がかかる

家族の送迎ができなくなる

自動車以外は時間が読めない

自動車以外は移動の自由度が減る

自動車でないと通勤に時間がかかる

回答者の割合 13

わった～バス大実験に不参加の理由



沖縄総合事務局

2

2

2

3

3

0 1 2 3 4

家族を送迎する必要がなくなる

職場内での理解が進む

勤務時間等の規定が変わる

条件によらず時差出勤をすることはない

今よりも所要時間が短くなる

勤務先から時差出勤を勧められる

6
3
3

2
2
2
2
2

1
1
1

0 2 4 6 8

今よりも所要時間が短くなる

今よりも定時性が良くなる

バスの運行本数が多くなる

家の近くにバス停ができる

勤務先近くにバス停ができる

バスの運賃が安くなる

乗り換え無しで通勤できる

運行ルート・ダイヤ・運賃などの基本情報が分かりやすくなる

バスの運行情報が充実し、バスの到着時間等が分かりやすくなる

通勤手当が支給される

条件によらず公共交通で通勤することはない

バス停・駅の待合環境が良くなる

乗務員のマナーがよくなる

乗客のマナーがよくなる

バス停・駅までの移動手段が整備される（コミュニティバス等の導入など）

バス停・駅での駐輪場整備など、公共交通への乗り継ぎがしやすくなる

家族を送迎する必要がなくなる

勤務先から公共交通での通勤を勧められる

勤務時間が変わる

回答数

回答数

公共交通への転換 時差出勤の実施

○公共交通への転換の要件としては、路線バスの利便性向上（所要時間、定時性、運行本数、
バス停の近さ 等）が挙げられている

○時差出勤の実施への要件としては、勤務先の環境（職場での理解、職務規程等）が挙げられて
いる

14

通勤交通手段を転換するための要件
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76.1%

5.2%

2.9% 5.8%
10.0%

してない 幼稚園・保育園

小学校 中学校

高校 その他

70.6%

9.6%

7.9%

2.8%
6.2%

2.8%

していない 幼稚園・保育園

小学校 中学校

高校 その他

43.8%

28.0%

23.2%

2.6% 2.4%

無料 5000円未満 10000円未満

15000円未満 15000円以上

73.0%

15.7%

7.8%

1.7% 1.7%

無料 5000円未満 10000円未満

15000円未満 15000円以上

【参加者】 【不参加者】

【参加者】 【不参加者】

■送迎の有無

○家族の送迎の有無は、わった～バス
大実験への参加可否（交通手段の転
換の可否）に影響

○幼稚園・保育園、小学校等の低年齢
の送迎を行っている方は特に参加し
にくい環境にある傾向

■通勤先の駐車場での個人負担（月額）

○実験参加者は、不参加者に比べ通勤
先での駐車場への負担額の大きい方
の割合が高い傾向

（幼稚園・保育園含む）

15

わった～バス大実験参加者と不参加者の比較
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社 名
参加

サンプル数
不参加
サンプル数

Ａ 社 9 8

Ｂ 社 33 41

Ｃ 社 203 110

Ｄ 社 235 15

合 計 480 174

59.0%

40.4%

0.6%

男性 女性 不明

74.1%

23.6%

2.3%

男性 女性 不明

0.6%

22.3%

25.0%30.8%

19.2%

1.5% 0.6%

10代 20代 30代 40代 50代 60代以上 不明

15.5%

23.6%

34.5%

21.8%

3.4% 1.1%

10代 20代 30代 40代 50代 60代以上 不明

22.3%
0.2%

62.3%

9.8%

4.6%
0.8%

営業 販売 事務・管理 専門技術 その他 不明

9.6%

0.6%

53.0%

35.5%

1.2%

営業 販売 事務・管理 専門技術 その他 不明

○性別
【参加者】 【不参加者】

○職種

○年齢

【参加者】 【不参加者】

【参加者】 【不参加者】

○わった～バス大実験の不参加者から回答を頂いた4社
を対象に参加者と不参加者の傾向を分析

○不参加者へのアンケートは、参加者に比べ「男性」、「40
代以上」、「専門技術職」の方から回答が多い

16

（参考）アンケート回答者の属性（参加者・不参加者の比較分析）
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• わった～バス大実験は、実験期間中に参加頂いた企業や事業所等の皆様に、ノーマイカー通勤や時差出
勤などに取組んで頂くことで「かしこいクルマの使い方」について考えて頂くとともに、道路渋滞の減少効果
について検証を行うものです。

【参考資料】わった～バス大実験の概要

• 読書しながらバス・モノレール通勤
• ラジオ体操に出かけるつもりで早朝出勤（早出）
• たまにはやってみたい重役出勤（遅出）
• 通勤途中に住む同僚をお迎えするあいのり通勤
• 自宅で眠っている自転車を使った通勤
• 職場の飲み会に併せてみんな揃ってバス・モノレー
ル通勤 などなど

１．参加呼びかけ

わった～バス党
党員、サポーター等

従業員数が
多い企業 等

２．参加企業（参加者）による取組み
• 参加企業の社員に、渋滞解消に向けた目標を決めて
もらう

• 参加者は特定の期間（10月15日（月）～31日（水）に、
目標に沿った行動を心がける

３．結果のとりまとめ

目標の例） ・マイカー通勤をバス通勤にする
・渋滞の時間を避けて出勤する（時差出勤）

参加企業（参加者）に対し
てアンケート調査を実施し、
実施結果や課題を把握

ビッグデータ（交通量、速度）
等を用いて削減効果や今後
の対策について分析

■実験の流れ

わった～
バス大実験

実験期間：平成30年10月15日～10月31日

一人ひとりの少しの工夫で渋滞をなくそう！！

各商工会議所、
関係市町村、大学

「追跡調査」により実験後の取組状況等を分析

17
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78 69 69

20 22
78

89 91

0

50
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）

72 70 68

22 2572

92 93

0
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100

150

交
通

量
（

千
台

/日
）

◆交通量変化

出典：交通量調査結果（グラフ内の括弧内の値は、各断面での交通分担率）開通前⇒平成29年10月3日(火) 、開通1ヶ月後⇒平成30年4月24日(火)、開通半年後⇒平成30年10月2日(火)

調査地点① 調査地点②
凡 例 臨港道路・浦添北道路国道58号

(100％)

(24％)

(76％)

開通前
開通
1ヵ月後

開通
半年後 開通前

開通
1ヵ月後

開通
半年後

(100％)

(22％)

(78％)

国道58号から
約4千台転換
国道58号から
約4千台転換

国道58号から
約9千台転換
国道58号から
約9千台転換

(27％)

(73％)

(24％)

(76％)

無名
(ﾒｲｸﾏﾝ浦添店前)

みなとがわ

港川

ぐすくま

城間 まきみなと

牧港

あじゃ

安謝

まきみなと

牧港高架下

みなとがわ

港川無名じっちゃく

勢理客 なかにし

仲西
みやぎ

宮城

や ふ そ

屋富祖
う ち ど ま り

宇地泊ＩＣ

うらそえきた

浦添北ＩＣ

臨港道路浦添線 延長2.5km
平成30年3月18日（日）開通(4/4)

う ら そ え

浦添北道路 延長2.0km
平成30年3月18日（日）開通(2/6)

う ら そ え き た

調査地点①

調査地点②

渋滞長変化

凡 例

矢印付近に記載する数値は以下を示す

開通前最大渋滞長
⇒開通半年後最大渋滞長

※宇地泊ICの数値は以下を示す
開通1ヶ月後最大渋滞長

⇒開通半年後最大渋滞長

900m
⇒130m

900m
⇒0m

1,600m
⇒0m

950m
⇒300m

200m
⇒0m

500m
⇒0m国道（6車線）

国道（4車線）

主要地方道（4車線）
臨港道路（4車線）

主要地方道（2車線）
主要渋滞箇所(国道58号)
主な渋滞長調査箇所(朝夕ピーク時)

至
北
谷

至
豊
見
城

10km/h未満の
「特に激しい渋滞」
が削減

2017.10.1～10.15の平日 2018.10.1～10.14の平日
※わった～バス実験前期間で比較

国道329号は前年よりも
渋滞が増加

平均渋滞長
（2017年10月 平日 7時台）

平均渋滞長
（2018年10月 平日 7時台）［km］ ［km］

＜実験前（浦添北道路開通前）＞ ＜実験前（開通後）＞

○国道58号の交通が浦添北道路・臨港道路浦添線へ転換。

○国道58号で発生していた渋滞が改善。

【参考資料】浦添北道路・臨港道路浦添線開通効果

○浦添北道路・臨港道路浦添線

開通により、周辺道路の交通状況
が変化。
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